
　福祉貯金箱事業は、地域の皆様はじめ支部長さん、ボランティア、松本ハイランド朝日支所の皆
さんに支えられ、目標額 20,000 千円を達成したことから令和 6 年度をもって終了となりました。
また、この事業を支えていただいた創作ボランティア（福寿会）も令和 7 年 3 月で解散となりました。
　平成 5 年に福祉貯金箱を開始してから、31 年に渡り福祉貯金箱の制作、開封、硬貨の分別、修
繕までを担っていただきました。活動の終了にあたりメンバーからは「気の合う仲間とだから続けて
これたよ。寂しい気持ちもあるけれど、私たちも高齢になってきたしね…。でも楽しかったね」と話
してくれました。
　貯金箱にお寄せいただいた寄付は福祉基金に積み立て、地域福祉事業や災害時など緊急に必
要となった場合などに活用させていただきます。
　長い間ご理解とご協力をいただき本当にありがとうございました。
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　令和 6 年度福祉貯金箱 293,174 円ありがとうございました。



※収入の不足分は積立金の取り崩しなどで充当します。 ※端数処理の関係で割合の和が100%になりません。





予防から介護まで　えべやかたくりの里の充実のラインナップ

新名称「えべカルチャー」として
生まれ変わります！

医療健康、文化教養、村の旬な情報の学び合い。
年２４回にグレードアップした
えべカルチャーにおでかけ下さい。
（参加費 無料　精勤皆勤賞はありません。）

あんしん相談（ケアマネジメント）あり

あんしん相談（ケアマネジメント）無





706,398円
3,077円

10,000円
5,000円
5,000円

延べ 37 件から総重量 1,621kg のお米、調味料、お菓子、レトルト
食品や飲料などが寄せられ、カレー大作戦や緊急食糧支援等の事業において、延
べ180件へお渡しすることができました。
　社協は、こうした事業を通じて、生活の困りごとや心配事などを気軽に相談できる
福祉の窓口として、支援が必要な人へ情報が届くよう、これからも居場所づくりや様々な地域福祉活動を行ってまいります。


